
議案第４号 

平成 22年度 鯖江市国際交流協会 事業計画(案) 

 

会員の皆様には、日頃、鯖江市国際交流協会にご理解とご協力を頂き、お蔭様も持ちまして 

来年度（平成 23年）には、設立 20周年を迎えることができます。これも、諸先輩会員様の 

ご尽力の賜でありまして、深く感謝を申し上げます。 

さて、最近の経済状況の悪化による影響は、当協会に起きましても、大きな変動が起きております。 

個人会員の退会、賛助会員の退会、まなびあい委員会の日本語生徒の減少など、歯止めが掛からな

い状況にあります。 

会員の皆様にお願いですが、知人、友人、親戚、会社同僚などに、ボランティアに興味のある方を 

会員に勧誘していただければ、協会の活性化や、事業拡大に活かせますので、ご協力を切にお願い

申し上げます。 

平成 22年度新規事業として、昨年 11月に施行されました「外国籍児童・生徒サポート事業」を 

引き続き行います。本年度は、理事も若返りました。従来の事業を継続しつつ、新しい若者の 

アイデアを取り入れながら協会の活性化に努力して行きたいと考えております。 

また、地域と密着型の活動も地道な活動となりますが進めて行きたいと思っております。 

スローガンは、「見えるか！！ 鯖江市国際交流協会」を目指します。 

そのために、下記の 5か条を掲げて活動して行きます。 

１、会費の内容を見直す 

２、会員募集の広報を拡張する 

３、地域密着の活動を積極的にする 

４、たんなん FM のメディアを使った会員広報をする 

５、事業内容を見直し、会員になりたくなる協会！！  

を、活動して行きます。 

 

また、総会の第二部に 講演を予定しております。 

  「これからの国際交流のあるべき姿「これからの国際交流のあるべき姿「これからの国際交流のあるべき姿「これからの国際交流のあるべき姿…………」」」」と題しまして、金沢国際交流財団 多文化共生プログ

ラムオフィサーでおられます。阿部先生阿部先生阿部先生阿部先生の講演を開催し、我々の、今までの固定観念から少しでも

新しいことが発見できれば幸いに存じます。 

ふれあい委員会、まなびあい委員会、ささえあい委員会、事務局、外国籍サポーターで、会員皆様

のご理解、ご支援を頂きながら、いまより前進した活動内容で頑張りますので 

よろしくご支援とご鞭撻をお願い申し上げます。 

 

                                           以上   

 

 

 

 

 

 

 



年間スケジュール年間スケジュール年間スケジュール年間スケジュール       

  ふれあい委員会ふれあい委員会ふれあい委員会ふれあい委員会    まなびあい委員会まなびあい委員会まなびあい委員会まなびあい委員会    ささえあい委員会ささえあい委員会ささえあい委員会ささえあい委員会    事務局事務局事務局事務局    

    ４/４ 中国語講座(初級編） 年間  たんなん FM 放送 ４/１８ H２２ 総会 

4 月  一年を通して実施予定 毎月第２・４ 土曜日   

      １２：３０～１２：５０   

        

5 月  ５/９ 語学交流会 ５/９ 相談コーナー開設   

        

6 月 /27 世界料理教室     /初旬  

  日本料理（１回）    ネットワーク通信発行 

          

7 月 /中旬 研修旅行 /中旬 研修会 ７/１１ 相談コーナー開設   

  外部協会と交流会及び研修会    

8 月         

          

9 月 
/中旬 世界の文化研修

会 
  ９/１２ 相談コーナー開設   

        

10 月   
/下旬 日本語スピーチコンテ

スト 場所：北中山公民館 

/上旬 高専留学生ホーム

スティ 
  

      /下旬 生活用品バザー   

11 月 /上旬 世界料理   １１/１４ 相談コーナー開設   

        

12 月 /下旬 年末パーティー       

          

1 月  日本語養成講座 １/９ 相談コーナー開設   

        

2 月        

          

3 月    ３/１３ 相談コーナー開設 広報誌発行 

        

  通年活動 通年活動 通年活動 通年活動 

        

  コーナーでふれあいタイム 日本語教室 外国人相談コーナー 理事会 

  開催 日本語教師例会(毎月 1 回） 地域外国人支援 記録保存管理 

     
（メディア・生活相談・児童・

生徒サポート） 
HP の更新 

      サポータの総務 

 

 

議案第 6号 


